
話
法
不
定
法
の
歴
史
的
考
察

福
　
本
　
直
　
之

　
話
法
不
定
法
、
ま
た
は
歴
史
的
不
定
法
と
呼
ば
れ
る
こ
の
特
異
な
性
格
を
有
　
　
　
発
生
の
問
題
に
関
し
て
は
、
マ
ル
ク
ー
説
の
紹
介
と
そ
れ
に
対
す
る
疑
問
点
を

す
る
不
定
法
は
、
前
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
初
頭
に
都
け
て
、
ヨ
ー
．
．
誘
　
提
示
す
る
に
留
め
て
お
く
。
　
．
　
　
　
　
　
　
「

H
o
ヨ
鋤
巳
の
8
た
ち
に
非
常
な
関
心
を
持
た
れ
、
種
々
の
角
度
か
ら
取
り
扱
わ
れ
　
　
　
　
マ
ル
ク
：
が
フ
ラ
ソ
ス
語
に
お
け
る
話
法
不
定
法
の
自
然
発
生
説
を
唱
え
る
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
幾
多
の
論
争
を
惹
起
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
フ
ラ
ソ
ス
　
　
ま
で
、
大
方
の
見
解
は
ラ
テ
ソ
語
の
歴
史
的
不
定
法
の
継
承
と
見
な
し
、
臣
1
　
　
［

語
に
お
け
る
話
法
不
定
法
の
起
源
発
生
の
問
題
か
ら
、
そ
の
用
法
の
歴
史
的
展
　
　
　
マ
の
文
法
家
が
そ
れ
を
省
略
で
説
明
し
た
如
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
法
家
の
多
く

開
、
文
体
的
価
値
、
不
定
法
に
先
立
つ
前
置
詞
の
問
題
、
ラ
テ
ソ
語
や
他
の
ロ
　
　
も
そ
の
説
を
踏
襲
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
所
謂
ラ
テ
ィ
ニ
ス
ム
説
は
次

ー
マ
ソ
ス
語
に
お
け
る
そ
れ
と
の
比
較
研
究
等
、
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
　
　
の
三
つ
の
事
実
か
ら
も
認
め
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

る
。
こ
の
よ
う
に
、
話
法
不
定
法
の
諸
問
題
に
当
時
の
学
界
の
注
目
を
集
め
さ
　
　
　
　
1
　
元
来
口
語
よ
り
発
生
し
た
ラ
テ
ソ
語
の
歴
史
的
不
定
法
は
タ
キ
ト
ウ
ス

せ
る
大
き
な
誘
因
と
な
っ
た
の
は
、
℃
劉
マ
ル
ク
ー
の
学
位
請
求
論
文
．
．
O
段
　
　
　
の
時
代
を
最
後
に
、
既
に
二
世
紀
の
ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
、
ユ
ス
テ
一
ヌ
ス
に
は
見

三
の
8
ユ
の
筈
Φ
宣
ゆ
三
隷
一
B
守
雪
巳
忽
。
。
9
Φ
p
．
．
（
一
。
。
。
。
。
。
）
で
あ
る
。
筆
者
　
　
　
ら
れ
ず
、
教
会
ラ
テ
ソ
語
に
は
そ
の
痕
跡
す
ら
留
め
て
い
な
い
。

は
修
士
論
文
に
お
い
て
、
浅
学
を
も
顧
り
み
ず
敢
え
て
”
話
法
不
定
法
の
諸
問
　
　
　
　
2
　
フ
ラ
ソ
ス
語
に
お
け
る
話
法
不
定
法
の
最
古
の
用
例
は
、
少
く
と
も
十

題
”
と
取
り
組
ん
だ
際
、
特
に
マ
ル
ク
ー
に
負
う
所
多
大
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
　
　
　
五
世
紀
以
前
に
は
見
当
ら
な
い
。

小
稿
に
お
い
て
は
、
十
五
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
の
話
法
不
定
法
の
歴
史
的
展
　
　
　
　
3
　
話
法
不
定
法
の
用
例
が
豊
富
に
見
出
さ
れ
る
最
古
の
作
品
は
「
新
百

開
、
特
に
そ
の
用
法
の
変
遷
の
時
代
的
性
格
を
考
察
し
て
み
た
く
思
っ
て
い
　
　
話
」
（
O
o
暮
p
o
β
く
Φ
＝
Φ
ω
⇒
o
ρ
＜
Φ
一
一
①
ρ
ぱ
q
①
，
〇
一
）
で
あ
る
。

る
。
唯
小
稿
の
導
入
部
で
あ
る
フ
ラ
ソ
ス
語
に
お
け
る
話
法
不
定
法
の
起
源
、
　
　
　
　
9
1
、
、
2
の
事
実
か
ら
は
、
話
法
不
定
法
の
フ
ラ
ソ
ス
語
へ
の
ラ
テ
ソ
語
か
ら
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
直
接
的
継
承
は
認
め
る
事
が
出
来
な
い
。
若
し
話
法
不
定
法
が
人
為
的
に
学
　
　
　
の
間
接
的
継
承
も
ま
た
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

者
や
文
筆
家
に
よ
っ
て
或
る
時
期
に
ラ
テ
ソ
語
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
に
移
入
さ
れ
　
　
　
　
で
は
マ
ル
ク
ー
の
説
く
如
く
、
フ
ラ
ソ
ス
語
の
話
法
不
定
法
は
、
か
つ
て
ラ

た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
つ
ま
り
間
接
的
継
承
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
移
入
さ
　
　
　
テ
ソ
語
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
や
は
り
フ
ラ
ソ
ス
語
よ
り
自
然
に

れ
た
時
期
と
最
初
の
用
例
が
ど
こ
に
あ
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
2
、
3
の
事
実
　
　
　
発
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
マ
ル
ク
ー
は
そ
の
源
を
十
二
世
紀
の
口
語
に
用

か
ら
こ
れ
を
考
え
る
と
、
先
づ
フ
ラ
ン
ス
語
に
表
れ
た
話
法
不
定
法
の
濫
筋
と
　
　
い
ら
れ
た
命
令
不
定
法
に
求
め
、
彼
の
自
然
発
生
説
を
体
系
づ
け
て
い
る
。

も
云
う
べ
き
用
例
に
関
し
て
は
、
十
五
世
紀
以
前
か
ら
も
か
な
り
報
告
さ
れ
て
　
　
　
マ
ル
ク
ー
の
自
然
発
生
説
は
、
他
の
諸
説
に
比
べ
る
と
、
一
応
の
説
得
力
を

は
い
る
が
、
い
つ
れ
も
そ
れ
が
話
法
不
定
法
で
あ
る
と
い
う
確
証
に
乏
し
い
も
　
　
　
も
っ
て
は
い
る
が
、
あ
く
ま
で
仮
説
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ソ
ス

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
切
歪
昌
9
や
フ
ォ
ス
ラ
ー
は
「
幻
o
旨
9
p
◎
Φ
ω
ω
Φ
冥
　
　
語
に
お
け
る
話
法
不
定
法
の
発
生
に
関
し
て
は
、
現
在
未
だ
承
認
す
べ
き
定
説

・
・
σ
…
α
・
幻
・
聖
（
§
に
・
レ
ル
・
は
「
…
琶
・
＝
き
曲
は
存
芒
な
い
．
し
か
し
従
米
雍
行
な
わ
れ
て
い
た
ラ
テ
ー
ニ
ス
ム
説
の

（
一

ﾖ
評
）
隻
9
．
。
。
億
は
鰯
遣
ひ
§
Φ
露
血
Φ
．
刃
。
ヨ
四
昌
α
ず
幻
Φ
づ
p
．
一
」
　
誤
り
で
あ
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
だ
け
で
も
マ
ル
ノ
ー
切
名
は
特
記
す
る
揺

（
一

ﾖ
評
）
や
フ
・
ワ
サ
ル
に
、
又
「
い
§
ぎ
・
Q
冨
目
α
①
℃
9
『
・
ω
」
（
茶
、
）
に
「
す
る
。
最
後
に
マ
ル
ク
ゐ
自
然
発
生
説
へ
の
疑
問
占
包
し
て
私
見
を
挾
む
「

も
各
々
用
例
を
見
出
し
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
等
の
用
例
は
わ
ず
か
に
散
見
　
　
と
、
そ
の
発
生
径
路
に
関
し
て
、
マ
ル
ク
ー
は
ラ
テ
ソ
語
以
外
の
外
国
語
の
フ
　
9
8

さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
中
に
は
写
本
に
よ
っ
て
相
当
の
差
違
の
あ
る
の
も
あ
り
、
　
　
ラ
ン
ス
語
へ
の
影
響
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
話
法
不
定
　
　
一

に
わ
か
に
信
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
故
に
、
確
実
な
用
例
と
し
て
認
め
ら
　
　
　
法
が
「
新
百
話
」
よ
り
相
当
以
前
か
ら
口
語
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
に
存
在
し
て

れ
る
最
古
の
も
の
は
、
十
五
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
で
、
　
「
新
百
話
」
は
　
　
　
い
た
事
は
一
応
認
め
る
と
し
て
も
、
ど
こ
か
ら
口
語
に
入
っ
て
来
た
か
と
い
う

用
例
が
豊
富
に
見
出
さ
れ
る
最
初
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
性
格
か
ら
し
　
　
問
題
に
関
し
て
は
マ
ル
ク
ー
の
云
う
十
二
世
紀
以
来
の
命
令
不
定
法
に
そ
の
源

て
も
、
又
当
時
の
民
衆
の
口
語
を
以
て
ゴ
ー
ル
精
神
に
温
れ
た
庶
民
文
学
を
書
　
　
　
を
求
め
る
以
外
に
、
他
の
可
能
性
も
存
在
す
る
。
た
と
、
兄
ば
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ソ
ス

き
上
げ
た
「
新
百
話
」
の
作
者
は
少
く
と
も
、
十
三
世
紀
も
以
前
の
ラ
テ
ソ
語
　
　
語
を
仲
介
と
し
た
イ
タ
リ
ア
語
の
影
響
も
、
当
時
の
両
国
の
歴
史
的
状
況
の
下

法
を
発
掘
し
て
フ
ラ
ソ
ス
語
に
取
り
入
れ
た
功
労
者
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
　
　
　
で
は
充
分
考
慮
の
余
地
が
あ
る
。
ま
し
て
話
法
不
定
法
の
用
例
の
豊
富
に
見
出

い
し
、
　
「
新
百
話
」
前
後
に
話
法
不
定
法
が
人
為
的
に
ラ
テ
ソ
語
か
ら
フ
ラ
ソ
　
　
さ
れ
る
最
初
の
作
品
が
、
ポ
ヅ
ジ
三
の
”
百
物
語
”
や
ボ
ッ
カ
チ
オ
の
”
デ
カ

ス
語
に
導
入
さ
れ
た
と
い
う
事
実
も
認
め
ら
れ
な
い
。
後
述
す
る
如
く
、
ラ
テ
　
　
メ
ロ
ー
ネ
”
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
作
老
は
フ
ラ
ソ
ス
語
以
上
に

ソ
語
の
フ
ラ
ソ
ス
語
に
対
す
る
影
響
の
非
常
に
著
し
か
っ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
時
　
　
そ
の
使
用
の
頻
繁
な
イ
タ
リ
ア
語
の
話
法
不
定
法
を
当
然
意
識
し
て
い
た
と
考

代
、
す
な
わ
ち
十
六
世
紀
に
お
け
る
話
法
不
定
法
の
用
例
も
、
ラ
テ
ソ
語
か
ら
　
　
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

の
人
為
的
導
入
に
否
定
的
解
答
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
事
か
ら
す
二
巳
ω
ヨ
Φ
　
　
　
今
ま
で
く
り
か
え
し
述
べ
斑
来
た
よ
う
に
、
十
五
世
紀
中
葉
の
「
新
百
話
」



は
話
法
不
定
法
の
豊
富
な
用
例
が
見
出
さ
れ
る
最
古
の
作
品
で
あ
る
コ
こ
の
作
　
　
　
の
用
例
で
は
、
前
記
の
三
つ
の
場
A
口
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
現
象
は
単
に
「
新
百

・
、
切
用
調
難
響
韓
鷲
撚
毅
名
詞
で
あ
る
Q
…
華
蔑
ル
続
麗
で
蓑
什
、
縫
難
搬
蕪
韓
舳

く
巴
δ
さ
o
ξ
σ
等
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
に
先
立
つ
前
置
詞
と
し
て
α
①
よ
り
も
優
位
を
保
ち
、
英
語
の
み
P
ド
イ
ツ

　
2
　
主
語
に
は
多
く
の
場
合
、
冗
語
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。
げ
o
P
所
有
形
容
　
　
　
語
の
N
二
の
様
に
、
フ
ラ
ソ
ス
語
に
お
い
て
も
不
定
法
に
先
つ
前
置
詞
は
妙
に

詞
殆
．
灘
犠
つ
前
置
詞
舞
純
粋
不
選
一
ら
の
響
訴
欝
誘
讐
糧
謙
斡
藩
銃
聾
饗
肋

　
今
こ
れ
を
も
う
少
し
詳
し
く
観
察
し
て
み
る
と
、
主
語
が
人
物
を
示
す
名
詞
、
　
　
の
好
み
や
選
択
に
任
さ
れ
て
い
た
時
期
が
か
な
り
長
少
燗
続
い
た
の
で
あ
る
。

或
い
は
代
名
詞
で
あ
る
事
は
話
法
不
定
法
の
役
割
か
ら
し
て
当
然
で
あ
る
が
、
　
　
　
話
法
不
定
法
に
関
し
て
も
、
十
六
世
紀
に
文
法
家
ラ
ム
ス
が
話
法
不
定
法
に
先

そ
れ
に
多
く
の
場
合
冗
語
の
σ
o
b
や
所
有
形
容
詞
が
附
加
さ
れ
て
い
る
事
か
　
　
　
立
つ
前
置
詞
を
創
①
と
記
載
す
る
ま
で
、
前
述
の
三
つ
の
場
合
が
（
「
新
百
話
」

贈
瑠
輪
縣
譲
端
欝
鍛
膜
諜
謳
漁
懲
捲
謂
講
課
　
聡
雛
碍
簾
難
編
瑠
護
倣
儲
艘
跳
矯
露
醜
餓
↑

9
阜
本
来
の
意
味
を
失
っ
た
所
有
形
容
詞
莞
、
語
と
し
て
附
加
さ
れ
て
い
る
　
に
関
し
て
前
述
の
三
つ
の
場
合
が
見
出
さ
れ
る
の
は
、
話
法
不
．
定
法
の
形
態
が
｝

主
語
は
、
読
者
に
あ
る
種
の
親
近
感
を
与
え
る
作
用
を
す
る
。
同
時
に
作
者
は
　
　
固
定
さ
れ
る
以
前
の
用
例
に
共
通
し
た
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
冗
語
を
附
加
す
る
事
に
よ
り
、
読
者
に
よ
り
感
情
的
、
よ
り
強
意
　
　
　
　
「
新
百
話
」
以
外
の
十
五
世
紀
⑭
用
例
と
し
て
は
、
ア
ソ
ト
ワ
：
ヌ
・
ド
．

的
、
よ
り
密
接
な
効
果
を
挙
げ
る
事
が
出
来
る
。
話
法
不
定
法
の
主
語
に
こ
の
　
　
　
ラ
・
サ
ル
と
コ
、
、
、
ー
ヌ
よ
り
各
二
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

種
の
冗
語
を
附
加
す
ろ
用
法
は
、
以
後
伝
統
的
に
受
継
が
れ
て
い
く
。
こ
の
伝

統
は
、
話
法
不
定
法
の
用
法
の
本
流
を
な
す
も
の
で
民
衆
の
口
語
を
作
品
に
使
　
　
　
　
十
六
世
紀
に
入
る
と
、
，
話
法
不
定
法
の
使
用
は
ま
す
ま
す
頻
繁
に
な
り
、
そ

用
す
る
事
の
多
い
§
雪
・
の
用
法
に
穣
的
な
も
の
で
あ
る
。
　
　
の
観
の
錯
さ
れ
る
作
雰
野
も
拡
大
さ
れ
る
。
し
か
し
撰
の
籍
は
、
、

　
次
の
前
置
詞
の
問
題
か
ら
は
、
「
新
百
話
」
の
用
例
が
フ
ラ
ソ
ス
語
に
お
け
　
　
カ
ス
ト
ナ
ー
が
「
十
六
世
紀
の
詰
法
不
定
法
」
と
題
す
る
論
文
で
論
証
し
て
し

る
話
法
不
定
法
の
形
態
の
固
定
期
以
前
の
も
の
で
あ
る
事
が
推
量
出
来
る
。
ラ
　
　
　
る
よ
う
に
、
十
一
ハ
世
紀
に
お
い
て
も
前
世
紀
同
様
、
日
常
口
語
に
相
当
広
く
用

テ
ソ
語
で
は
常
に
純
粋
不
定
法
が
用
い
ら
れ
、
他
の
了
マ
三
語
、
イ
タ
リ
　
い
ら
れ
て
い
た
彙
蟷
幕
が
文
学
語
と
し
て
の
そ
れ
誘
も
は
る
か
に
強

ア
語
や
ス
ペ
イ
ソ
語
に
お
い
て
は
前
置
詞
曽
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
　
　
い
の
で
あ
る
。
ブ
リ
ゥ
ノ
が
十
五
世
紀
以
来
話
法
不
定
法
は
ω
轡
胤
①
巳
鋤
『
。
け
肖
，

フ
ラ
ソ
ス
語
の
話
法
不
定
法
は
普
通
α
①
を
先
立
て
て
い
る
。
所
が
「
新
百
話
し
　
　
ρ
⊆
Φ
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
も
、
こ
の
不
定
法
の
軽
妙
洒
脱



な
民
衆
語
的
性
格
を
云
っ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
十
六
世
紀
に
お
い
　
　
い
て
い
る
が
、
不
定
法
に
用
い
ら
れ
て
い
る
動
詞
と
の
類
義
的
関
係
か
ら
厳
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

て
も
、
0
9
8
ξ
ω
に
用
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
マ
ル
グ
　
　
　
な
意
味
で
の
擬
人
化
と
は
云
え
な
い
。
シ
ユ
ピ
ッ
ツ
ア
ー
も
、
こ
の
新
し
い
用

リ
ッ
ト
・
ド
．
ナ
ヴ
ァ
ー
ル
か
ら
の
用
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
、
デ
・
ぺ
　
　
法
を
十
九
世
紀
に
ゴ
ソ
ク
ー
ル
兄
弟
が
話
法
不
定
法
の
主
語
に
抽
象
名
詞
を
用

リ
エ
、
ノ
エ
ル
・
デ
ュ
・
フ
ァ
イ
ユ
等
に
は
豊
富
な
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
　
　
　
い
る
に
至
る
過
程
で
の
一
つ
の
誘
導
体
と
し
て
注
目
し
て
い
る
。
ラ
ブ
レ
ー
に

し
て
そ
の
用
法
は
完
全
に
「
新
百
話
」
の
そ
れ
の
継
承
、
踏
襲
で
あ
る
。
一
つ
　
　
は
、
前
置
詞
9
．
を
先
立
て
た
用
例
は
見
ら
れ
な
い
が
、
純
粋
不
定
法
の
用
例
は

の
用
例
の
借
用
、
模
倣
も
こ
の
時
代
に
は
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
云
わ
ば
”
本
歌
　
　
　
幾
つ
か
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
ー

ど
り
・
の
如
き
用
法
は
・
。
8
8
ξ
ω
の
用
例
に
は
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
現
象
で
　
　
　
話
法
不
定
法
の
使
用
さ
れ
る
分
野
の
拡
大
も
、
十
六
世
紀
の
話
法
不
定
法
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

あ
る
。
例
、
兄
ば
デ
．
ペ
リ
エ
が
用
い
た
と
全
く
同
じ
用
例
を
ア
ツ
リ
．
エ
テ
イ
　
　
考
察
す
る
上
で
重
嬰
な
事
実
で
あ
る
。
全
般
的
に
見
て
も
話
法
不
定
法
が
詩
に

エ
ン
ヌ
が
借
用
し
て
い
る
し
、
非
常
に
よ
く
似
た
用
例
が
フ
ァ
イ
ユ
に
も
見
ら
　
　
　
用
い
ら
れ
る
事
は
極
め
て
珍
ら
し
い
が
、
そ
の
最
も
古
い
用
例
が
ル
メ
ー
ル
・

れ
る
。
元
の
用
例
が
初
期
の
話
法
不
定
法
の
民
衆
語
的
性
格
を
帯
び
た
代
表
的
　
　
　
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
、
ム
ラ
ソ
・
ド
・
サ
ソ
ジ
ュ
レ
ー
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。
戯

用
法
に
属
し
て
い
る
た
め
、
後
者
の
作
為
的
な
借
用
、
模
倣
が
行
な
わ
れ
る
の
　
　
曲
の
分
野
か
ら
も
ジ
ョ
デ
ル
の
喜
劇
と
国
賃
α
Q
9
Φ
二
と
、
題
名
不
詳
の
フ
ァ
ル

で
あ
る
．
　
　
　
　
　
　
　
．
　
ス
か
ら
各
｝
例
が
挙
ザ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
、
吟

次
に
ロ
ソ
サ
ー
ル
や
デ
、
．
ベ
レ
ゐ
よ
う
な
窒
”
傷
Φ
鰯
人
達
に
お
　
文
蒙
ぺ
・
ル
ス
．
一
フ
ム
ス
は
、
話
法
不
定
法
を
は
じ
め
て
文
法
薫
記
載
↓

け
る
用
例
の
欠
如
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
事
実
に
関
し
て
、
レ
ル
ヒ
や
カ
ス
ト
　
　
　
し
て
い
る
。

（
1
4
）

ナ
ー
は
、
十
六
世
紀
の
話
法
不
定
．
法
の
余
り
に
も
卑
俗
な
、
民
衆
語
的
性
格
の
　
　
　
　
上
述
し
た
如
く
、
十
六
世
紀
に
お
け
る
大
半
の
用
例
が
文
学
語
と
し
て
の
性

た
め
に
、
高
尚
な
文
体
を
欲
す
る
詩
人
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
発
揚
に
心
掛
け
　
　
　
格
よ
り
、
十
五
世
紀
以
来
の
民
衆
語
的
性
格
を
強
く
留
め
て
い
る
と
は
云
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

た
人
々
か
ら
敬
遠
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
説
明
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ー
も
、
　
　
　
一
方
で
は
ラ
プ
レ
ー
に
よ
る
主
語
の
擬
人
化
、
詩
、
戯
曲
へ
の
使
用
分
野
の
拡

進
ん
で
ラ
テ
ソ
語
法
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ソ
ス
語
を
豊
か
に
す
　
　
大
、
文
法
家
に
よ
る
記
述
等
に
よ
り
話
法
不
定
法
が
、
こ
の
世
紀
に
す
で
に
民

る
事
に
努
力
し
た
人
々
に
お
け
る
用
例
の
欠
如
を
重
視
し
て
、
こ
の
事
実
を
話
　
　
　
衆
語
的
性
格
の
強
い
所
謂
8
9
Φ
ξ
の
の
用
法
か
ら
、
徐
々
に
文
学
語
の
世
界

法
不
定
法
が
ラ
テ
ソ
語
か
ら
人
為
的
に
移
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
彼
　
　
　
へ
も
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
，
発
展
段
階
に
あ
っ
た
事
が
推
察
出
来
る
の
で
あ

の
説
を
裏
づ
け
る
論
拠
に
用
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
ラ
ブ
レ
ー
も
話
法
不
定
法
を
好
ん
で
用
い
て
い
る
。
彼
は
話
法
不
定
法
の
主
　
　
　
・
ヴ
ェ
ル
ヴ
ィ
ル
、
ス
カ
冒
ン
、
ロ
レ
、
ソ
レ
ル
等
の
十
七
世
紀
前
半
の
作
家

語
に
は
じ
め
て
事
物
名
詞
を
採
用
し
、
そ
の
擬
人
化
に
成
功
し
て
い
る
。
ラ
ブ
　
　
に
見
ら
れ
る
用
例
は
か
な
り
あ
る
が
、
　
そ
り
用
法
は
「
新
百
話
」
以
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

レ
ー
以
前
に
も
、
ア
ソ
ト
ワ
：
ヌ
・
ド
・
ラ
・
サ
ル
が
主
語
に
事
物
名
詞
を
用
　
　
8
艮
①
霞
の
の
そ
れ
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ブ
リ
ュ
ノ
が
、
十
七
世
紀
に
お
い
て
も



な
お
話
法
不
定
法
は
、
民
衆
的
、
通
俗
的
な
云
い
ま
わ
し
と
見
な
さ
れ
て
い
た
、
　
　
た
「
新
百
話
」
や
ラ
ブ
レ
ー
の
精
神
を
継
承
し
て
、
豊
か
な
古
語
を
縦
横
に
駆

と
述
べ
て
い
る
が
、
十
七
世
紀
前
半
に
は
特
に
そ
の
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
、
　
　
使
し
て
彼
の
文
体
を
一
段
と
生
彩
に
あ
ふ
れ
た
も
の
に
仕
上
げ
て
い
る
。
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
（
2
4
）

後
半
の
古
典
主
義
時
代
に
入
る
と
、
ラ
・
フ
ォ
ソ
テ
ー
ヌ
を
除
く
、
所
謂
＝
ハ
　
　
蛙
や
ほ
ら
吹
き
が
常
に
話
法
不
定
法
の
代
表
的
用
例
と
し
て
文
法
書
に
引
用
さ

六
〇
年
代
の
作
家
の
使
用
は
非
常
に
稀
に
な
り
、
そ
の
用
法
も
文
学
語
と
し
て
　
　
　
れ
る
程
、
ラ
・
フ
オ
ン
テ
ー
ヌ
の
用
例
は
有
名
で
あ
る
。
ア
ル
カ
イ
ズ
ム
を
好

の
性
格
を
強
く
示
し
て
い
る
。
ポ
ワ
ロ
ー
、
マ
レ
ル
ブ
、
ラ
シ
ー
ヌ
、
ラ
・
プ
　
　
　
ん
だ
ラ
・
フ
オ
ン
テ
ー
ヌ
は
彼
の
時
代
に
は
文
学
語
と
し
て
の
表
現
価
値
を
ほ

リ
ュ
ィ
エ
ー
ル
等
か
ら
は
用
例
は
見
出
さ
れ
た
い
が
、
コ
ル
ネ
イ
ユ
と
モ
リ
エ
　
　
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
話
法
不
定
法
を
採
択
し
、
そ
れ
ま
で
の
用
法

ー
ル
に
若
干
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
で
も
コ
ル
ネ
イ
ユ
の
初
期
の
喜
劇
L
一
一
ピ
ー
　
　
の
幾
つ
か
は
継
承
し
つ
つ
も
、
更
に
彼
自
身
が
磨
き
上
げ
た
文
学
語
と
し
て
の

　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

忽
§
o
o
昌
5
賃
Φ
L
と
モ
リ
エ
ー
ル
の
「
う
る
さ
方
」
に
見
出
さ
れ
る
用
例
は
、
共
　
　
　
新
し
い
用
法
を
も
附
け
加
え
て
い
る
。
新
し
い
用
法
の
中
で
も
、
特
に
目
に
つ

に
不
定
法
に
お
か
れ
た
動
詞
が
巳
話
で
、
ρ
環
Φ
に
は
じ
ま
る
従
節
を
伴
っ
て
　
　
　
く
の
は
、
不
定
法
に
用
い
ら
れ
て
い
る
動
詞
の
種
類
が
非
常
に
増
え
て
い
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

い
る
。
話
法
不
定
法
が
従
節
を
伴
う
こ
の
新
し
い
形
の
用
例
は
、
他
に
も
同
時
代
　
　
　
で
あ
る
。
レ
ル
ヒ
は
話
法
不
定
法
に
用
い
ら
れ
る
動
詞
の
種
類
を
大
き
く
、

　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

の
ジ
ヤ
ソ
・
シ
ャ
プ
ラ
ソ
と
ラ
・
フ
オ
ソ
テ
ー
ヌ
（
動
詞
自
o
写
Φ
）
か
ら
も
挙
　
　
　
「
音
の
す
る
も
の
」
「
動
き
の
あ
る
も
の
」
の
二
種
に
分
け
て
い
る
が
、
ラ
・
フ

げ
ら
れ
る
が
・
こ
の
時
代
以
前
に
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
・
元
来
話
法
不
　
オ
ソ
テ
隻
は
動
詞
の
蒙
を
そ
れ
等
以
外
に
も
・
受
働
晦
）
助
動
梅
）
本
動
ト

定
法
の
示
暮
為
は
・
そ
の
行
為
に
先
立
つ
他
の
行
為
と
の
因
果
関
係
に
お
い
　
詞
と
し
て
用
い
奮
く
§
⑪
㌦
夢
で
広
げ
て
い
る
・
又
話
法
不
定
法
の
主
・
0

て
当
然
予
想
し
得
る
帰
結
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
・
α
冨
善
゜
民
『
ρ
　
語
に
も
文
体
的
効
果
を
層
高
め
る
た
め
に
・
造
語
幽
称
形
欝
が
当
て
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

o
ユ
興
等
の
よ
う
な
動
詞
が
話
法
不
定
法
に
用
い
ら
れ
る
と
、
多
く
の
場
合
そ
　
　
　
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
ラ
ブ
レ
ー
の
模
倣
と
思
わ
れ
る
用
例
や
、
ラ
ブ
レ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

れ
等
の
動
詞
の
具
体
的
内
容
が
次
に
引
用
符
を
用
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
　
　
　
造
語
で
あ
る
動
詞
三
昌
ρ
二
興
を
頻
繁
に
用
い
て
い
る
の
も
ア
ル
ヵ
イ
ッ
ク
な

は
話
法
不
定
法
を
口
語
的
性
格
を
も
多
分
に
も
ち
合
せ
て
い
る
民
衆
語
と
し
て
　
　
　
効
果
を
狙
っ
て
の
事
と
考
え
ら
れ
る
。

用
い
て
い
る
8
艮
Φ
ξ
の
の
用
法
に
お
い
て
は
極
め
て
自
然
な
現
象
で
あ
る
。
　
　
　
　
十
七
世
紀
の
文
法
家
か
ら
話
法
不
定
法
に
関
す
る
記
述
の
見
ら
れ
る
の
は
、

一
方
、
普
通
に
は
引
用
符
で
示
さ
れ
る
不
定
法
の
内
容
を
、
接
続
詞
ρ
⊆
Φ
を
先
　
　
　
シ
ヤ
ル
ル
・
モ
ー
パ
だ
け
で
あ
る
。
　
彼
は
　
O
壁
§
ヨ
9
寄
Φ
　
2
　
の
団
づ
富
図
Φ

立
て
て
と
し
て
従
節
に
納
め
よ
う
と
す
る
よ
う
な
、
文
法
的
操
作
は
、
文
学
語
　
ぎ
曇
ω
Φ
（
§
）
（
贈
・
「
話
法
不
定
法
は
突
然
・
急
蓬
行
な
わ
れ
る
行

と
し
て
未
成
熟
な
十
七
世
紀
の
話
法
不
定
法
に
は
無
理
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
　
　
　
為
を
示
す
の
に
用
い
ら
れ
る
。
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
文
法
書
の
著
作
年
代

の
用
法
は
二
十
世
紀
に
入
っ
て
学
者
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ま
で
、
以
後
足
跡
　
　
　
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
こ
の
定
義
は
十
七
世
紀
前
半
ま
で
の
主
流
的
用
法
で
あ

を
残
し
て
い
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
、
所
謂
o
o
5
8
霞
ω
の
用
例
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
で
、
文
学
語
と
し

　
ラ
．
フ
オ
ソ
テ
ー
ヌ
は
、
同
時
代
の
他
の
古
典
主
義
作
家
に
閑
却
さ
れ
て
い
　
　
　
て
用
い
ら
れ
た
場
合
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
　
有
名
な
ヴ
ォ
ー
ジ
ュ
ラ
は



．
、
㌘
§
ρ
広
Φ
ω
ω
巨
§
曇
・
h
鳶
量
．
．
（
一
①
ミ
）
で
は
、
＝
言
も
話
法
法
不
定
法
の
使
用
分
野
の
拡
大
か
ら
・
新
し
い
用
法
震
開
鳶
て
い
く
・
そ

不
定
法
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
又
ク
ィ
ト
ゥ
ス
・
ク
ル
テ
ィ
ゥ
ス
（
一
①
切
り
）
の
翻
　
れ
は
話
法
不
定
法
の
蓋
叩
箋
在
人
物
の
固
有
籍
・
し
か
も
作
者
と
極
め
て

訳
識
、
一
フ
テ
ソ
語
の
歴
史
的
不
定
法
を
フ
一
フ
ソ
ス
語
で
は
歴
史
的
現
在
に
訳
密
鐘
関
係
に
あ
る
人
物
を
登
場
さ
芸
用
法
で
あ
る
・
こ
の
用
法
は
以
後
・

し
て
し
る
。
セ
ヴ
ィ
ニ
夫
人
の
師
で
あ
る
メ
‡
ジ
ユ
も
、
．
Q
げ
ω
①
・
ぐ
簿
こ
。
・
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
経
て
ゴ
ン
ク
ル
兄
弟
へ
・
更
に
学
者
語
の
分
野
へ
と
護
し

ω
ζ
蝋
一
簿
一
鋤
b
・
q
¢
①
h
戦
9
需
。
一
．
Φ
．
、
で
は
、
「
歴
史
的
話
法
」
な
る
項
を
設
け
　
て
い
く
・
善
璽
L
に
お
け
る
使
用
は
・
＋
八
世
紀
に
は
。
ー
ラ
ソ
夫
人

て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
話
法
不
定
法
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
＋
七
世
　
に
・
＋
九
世
紀
に
は
ジ
・
ル
ジ
・
°
サ
ソ
ド
に
求
め
ら
れ
る
・

紀
の
交
法
家
に
話
法
不
定
法
が
閑
却
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
は
、
こ
の
云
い
ま

わ
し
が
当
時
す
で
に
、
文
語
と
し
て
は
馨
あ
る
人
士
の
用
い
な
い
も
の
で
、
　
＋
八
世
紀
は
・
話
法
不
定
法
の
歴
史
を
轡
て
そ
の
用
例
の
最
も
乏
し
い
時

多
分
に
ア
沸
イ
．
ク
な
籍
を
有
し
て
い
た
豪
わ
か
る
。
芳
口
語
と
し
代
で
あ
る
・
ル
て
デ
・
ド
・
を
除
け
ば
・
わ
ず
か
に
。
ー
フ
美
人
・
ア

ズ
は
、
わ
ず
カ
に
民
衆
語
と
し
て
の
余
命
を
保
．
て
い
た
古
め
む
い
話
法
ソ
ド
レ
・
シ
ラ
三
・
マ
リ
ヴ
・
乏
草
の
用
例
覚
出
さ
れ
る
の
み
で
あ

で
、
そ
れ
を
耳
に
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
古
め
か
し
さ
が
あ
る
種
の
滑
稽
味
を
　
　
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

伴
－
の
噌
あ
喝
。
モ
リ
重
が
ド
ソ
・
ジ
奏
で
愚
鈍
な
百
姓
の
・
語
と
　
ず
・
加
瀦
・
話
染
定
法
が
革
命
前
夜
に
は
鴛
》
彗
嘉
い
ト

し
蒲
し
て
・
る
の
も
．
」
の
消
息
を
物
語
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
ら
れ
て
い
る
と
云
う
フ
言
ゐ
説
を
紹
介
し
て
い
る
が
・
こ
の
種
の
用
蔭
m

サ
ン
．
シ
モ
ソ
、
セ
ヴ
ィ
ニ
夫
人
の
用
法
も
印
象
的
で
あ
る
。
両
者
共
、
　
何
も
＋
八
世
紀
罎
ら
ず
・
元
来
卑
俗
な
暴
語
で
あ
る
話
法
不
定
蒙
「
知
．

特
簿
ソ
．
シ
モ
ソ
は
好
ん
で
不
繧
箋
立
つ
前
置
詞
に
帥
を
用
い
て
い
話
」
毒
意
と
す
る
§
雪
・
・
錆
い
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
・
多
少
共

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
不
定
法
奪
を
先
立
て
て
い
る
用
例
は
＋
七
世
紀
以
前
　
監
§
叶
な
性
格
を
内
蔵
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
・

に
も
ま
ま
見
ら
れ
る
が
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
に
お
け
る
が
如
き
頻
繁
な
使
用
は
特

異
で
、
、
彼
似
後
願
不
定
法
髭
妾
削
置
詞
と
し
誘
が
用
い
ら
れ
た
妻
　
＋
九
世
紀
に
入
る
と
、
話
法
不
定
法
の
用
例
は
広
杢
盤
行
き
わ
た
っ
て

は
な
・
。
晶
印
置
詞
四
の
使
用
に
関
し
て
、
シ
ユ
ピ
・
ツ
ァ
ー
は
、
9
を
先
立
　
い
る
。
世
紀
前
半
の
・
マ
ソ
嚢
作
家
か
ら
も
・
後
半
の
写
実
主
義
・
自
然
主

て
て
い
る
不
定
法
が
行
為
そ
の
も
の
を
示
す
の
に
対
し
、
碁
場
A
・
は
行
為
が
　
義
作
家
か
ら
も
等
し
く
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
代
表
的
作
家
に
お
け
る
使
用
が
確

到
達
す
べ
き
目
標
を
示
し
て
い
る
と
見
な
し
、
妙
を
先
立
て
る
不
定
法
の
主
語
　
　
認
さ
れ
て
い
る
・

は
、
行
為
の
動
作
主
で
は
な
く
、
そ
の
行
為
を
導
き
出
す
仲
介
者
の
役
割
を
も
　
　
　
世
紀
前
半
の
用
例
は
・
　
「
書
簡
集
し
に
用
い
て
い
る
・
サ
ソ
ド
を
除
い
て
・

っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
全
て
小
説
覧
出
さ
れ
る
。
詩
の
分
野
で
の
使
用
が
少
い
の
は
・
話
法
不
定
法

　
サ
ン
・
シ
モ
ソ
の
「
回
想
録
」
、
セ
ヴ
ィ
ニ
エ
夫
人
の
「
書
簡
集
」
へ
の
話
　
　
　
の
歴
史
全
般
を
通
じ
て
云
え
る
事
で
あ
る
が
、
特
に
ロ
マ
ン
派
の
詩
に
お
け
る



用
例
の
皆
無
は
、
話
法
不
定
法
の
性
格
よ
り
し
て
む
し
ろ
当
然
の
事
で
あ
る
。
　
，
兄
弟
の
「
日
記
」
で
の
用
法
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う

す
で
に
マ
艶
－
も
指
摘
し
て
い
る
如
く
・
話
法
不
定
法
の
も
つ
古
風
で
ぎ
こ
　
に
・
百
記
L
に
お
け
る
使
用
は
・
面
想
録
L
の
用
法
を
継
承
し
た
も
の
で

ち
な
く
、
時
に
は
滑
稽
味
を
も
伴
う
性
格
が
、
描
写
に
一
段
の
生
気
を
与
え
る
　
　
あ
る
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
は
更
に
新
し
い
用
法
を
生
み
出
し
て
い
る
。
第
一

た
め
の
手
段
と
し
て
小
説
に
は
適
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
奇
異
な
云
い
　
　
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
話
法
不
定
法
の
主
語
に
実
在
人
物
の
固
有
名
詞
が
用
い

ま
わ
し
を
詩
に
使
用
す
る
事
は
、
読
者
の
幻
想
を
刺
戟
す
る
ど
こ
ろ
か
む
し
　
　
　
ら
れ
て
い
る
場
合
、
第
、
一
に
主
語
に
抽
象
名
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
事
、
第
三

ろ
、
そ
の
逆
効
果
を
招
く
危
険
が
多
分
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
は
不
定
法
の
時
制
の
問
題
で
あ
る
。

　
小
説
で
の
使
用
は
、
ユ
ゴ
ー
、
ミ
ユ
ッ
セ
、
ス
タ
ソ
ダ
：
ル
、
メ
リ
メ
、
ゴ
　
　
　
先
づ
第
一
の
場
合
は
、
す
で
に
サ
ン
・
シ
モ
ン
に
見
ら
れ
る
事
で
あ
る
が
、

ー
テ
ィ
エ
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
等
さ
前
半
の
代
表
的
作
家
の
全
て
に
認
め
ら
れ
る
　
　
　
サ
ソ
・
シ
モ
ソ
の
場
合
は
固
有
名
詞
で
示
さ
れ
る
行
為
者
は
単
に
サ
ン
・
シ
モ

が
、
と
り
わ
け
．
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
風
流
滑
稽
諺
」
に
お
け
る
用
例
は
豊
富
で
あ
　
　
　
ソ
に
よ
り
客
観
的
に
観
察
さ
れ
、
そ
の
行
為
は
単
に
記
録
、
報
告
さ
れ
て
い

る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
勿
論
、
「
新
百
話
」
を
意
識
し
て
こ
の
作
品
で
話
法
不
定
法
　
　
　
る
だ
け
で
、
普
通
そ
の
行
為
者
や
行
為
に
対
す
る
サ
ン
・
シ
モ
ン
の
感
情
は
表

を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
頻
度
は
む
し
ろ
濫
用
に
近
い
程
で
あ
る
。
バ
　
　
　
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
　
「
日
記
」
に
お
い
て
は
、
話
法
不
定
法
の
主
語
と
な
っ

ル
ザ
・
ク
の
用
い
た
響
文
の
欠
点
に
つ
い
て
は
・
す
で
に
色
々
と
指
摘
さ
れ
　
て
い
る
作
者
と
極
め
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
人
物
に
対
す
る
・
或
い
は
そ
の
ト

て
い
る
が
、
話
法
不
定
法
の
用
法
に
関
し
て
は
、
農
詞
婁
常
に
不
定
法
行
為
に
対
す
る
ゴ
ソ
ク
尭
獲
特
別
な
籍
具
体
的
に
は
言
場
圏
m

に
先
立
て
て
い
る
事
は
と
も
か
く
、
文
頭
に
附
加
さ
れ
る
べ
き
接
続
詞
Φ
∬
　
　
合
、
皮
肉
、
椰
楡
等
の
感
情
が
多
分
に
働
い
て
い
る
の
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
傾

冨
等
の
欠
如
が
目
立
っ
て
い
る
・
そ
れ
で
も
噛
習
は
・
ラ
゜
フ
オ
ソ
テ
孔
向
は
・
後
述
す
る
学
者
語
と
し
て
の
用
法
で
は
更
に
鮮
度
を
増
し
て
い
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

・
に
つ
い
で
、
バ
ル
ザ
・
ク
を
文
語
と
し
て
の
話
法
不
定
法
の
再
興
に
尽
し
た
　
第
一
あ
鵡
で
あ
る
抽
象
名
詞
が
主
語
に
用
い
ら
れ
る
に
至
．
た
事
は
、
シ

作
家
の
一
人
に
加
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ピ
ッ
ツ
ァ
ー
の
表
現
を
借
り
る
と
、
話
法
不
定
法
の
印
象
的
昇
華
と
見
な
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聡
）

　
十
九
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
話
法
不
定
法
の
使
用
分
野
も
広
が
り
、
そ
の
用
　
　
　
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ラ
ブ
レ
ー
に
お
け
る
主
語
を
擬
人
化
し
た
用
法
の
創
始
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

法
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
写
実
主
義
作
家
で
は
、
シ
ャ
ソ
フ
ル
ー
リ
、
　
　
　
ラ
・
フ
オ
ソ
テ
」
タ
に
よ
る
そ
の
推
進
は
、
つ
い
に
最
早
民
衆
語
的
性
格
を
全

フ
ロ
ベ
ー
ル
、
　
「
日
記
」
に
用
い
て
い
る
ゴ
ソ
ク
ー
ル
兄
弟
、
　
「
紀
行
文
」
の
　
　
　
く
留
め
な
い
、
極
め
て
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
話
法
不
定
法
の
芸
術
的
用
法
を
導

テ
ー
ヌ
、
次
い
で
自
然
主
義
作
家
か
ら
は
ヅ
ラ
、
モ
ー
パ
サ
ソ
、
ド
ー
デ
更
に
　
　
　
き
出
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

象
徴
派
の
ヴ
ェ
ル
レ
：
ヌ
は
「
臓
悔
詩
集
」
に
使
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
戯
曲
　
　
　
　
第
三
に
、
話
法
不
定
法
の
時
制
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
ゴ
ソ
ク
ー
ル
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

か
ら
は
ラ
ビ
ッ
シ
ュ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
弟
に
は
不
定
法
の
時
制
が
明
ら
か
に
「
反
覆
の
半
過
去
」
に
相
当
す
る
と
判
断

　
小
説
で
は
余
り
話
法
不
定
法
を
使
用
し
な
か
っ
た
と
云
わ
れ
る
ゴ
ン
ク
ー
ル
　
　
出
来
る
用
例
が
あ
る
。
話
法
不
定
法
に
限
ら
ず
、
一
般
に
不
定
法
そ
の
も
の
は



時
制
の
概
念
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
不
定
法
の
時
制
は
コ
ソ
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
　
　
程
無
知
無
学
な
百
姓
の
口
に
話
法
不
定
法
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
十
九
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
　
お
　

い
つ
れ
か
に
準
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。
話
法
不
定
法
の
場
合
は
、
一
名
こ
の
不
　
　
紀
に
お
い
て
も
モ
ー
パ
サ
ン
や
ド
ー
デ
の
用
例
は
こ
の
用
法
に
属
し
て
い
る
。

定
法
が
歴
史
的
不
定
法
と
呼
ぽ
れ
る
事
か
ら
も
推
察
崇
る
が
・
具
体
的
に
　
し
か
し
ラ
ビ
弥
，
。
～
や
ベ
ル
ソ
シ
ユ
餐
ン
の
用
例
（
共
罎
曲
で
あ
る
が
）

は
、
歴
史
的
現
在
、
歴
史
的
過
去
（
普
通
単
純
過
去
）
、
絵
画
的
或
い
は
描
写
　
　
　
か
ら
は
、
民
衆
語
的
性
格
は
窺
わ
れ
ず
、
む
し
ろ
当
時
で
は
す
で
に
文
学
語
に

の
半
過
去
の
い
ず
れ
か
に
相
当
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
単
純
過
去
と
等
し
い
　
　
属
し
て
い
る
こ
の
云
い
ま
わ
し
を
口
語
に
意
識
的
に
用
い
た
、
云
わ
ば
多
少
上

意
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
複
合
過
去
の
用
例
は
若
干
存
在
す
る
が
、
　
「
反
覆
の
　
　
品
ぶ
っ
た
気
取
っ
た
表
現
と
し
て
の
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。

半
過
去
」
の
よ
う
な
甚
だ
歴
史
的
で
な
い
時
制
の
観
念
を
話
法
不
定
法
が
負
っ
　
　
　
プ
ー
ル
ジ
ェ
に
始
ま
る
二
十
世
紀
の
話
法
不
定
法
の
文
学
作
品
に
お
け
る
使

て
い
る
例
は
非
常
に
珍
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
は
、
フ
ラ
ソ
ス
、
ロ
テ
ィ
、
パ
レ
ス
、
デ
ュ
ア
メ
ル
・
レ
オ
ソ
゜
ド
ー
デ
・

　
以
上
の
観
察
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ゴ
ソ
ク
ー
ル
兄
弟
の
用
法
は
「
芸
術
　
　
　
コ
レ
ッ
ト
、
モ
ソ
テ
ル
ラ
ン
、
シ
ヤ
ン
ソ
ソ
、
シ
ム
ノ
ソ
、
プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル
に

的
文
章
」
の
創
始
者
に
ふ
さ
わ
し
く
、
極
め
て
技
巧
的
で
あ
る
。
ゴ
ソ
ク
ー
ル
　
　
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
そ
の
用
法
は
、
ほ
ぼ
十
九
世
紀
に
等
し
く
・
大
別
す
る

兄
弟
の
用
法
に
お
い
て
は
、
話
法
不
定
法
本
来
の
民
衆
語
的
性
格
は
全
く
認
め
　
　
．
と
次
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
．

ら
れ
ず
、
そ
の
用
法
が
純
粋
に
文
学
語
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
1
　
文
体
に
生
気
を
与
え
る
た
め
・
単
に
変
化
動
詞
の
代
り
に
用
い
ら
れ
て
　
　
｝

芳
＋
九
世
紀
に
お
け
る
話
法
不
定
法
の
用
法
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
ア
ル
．
い
る
も
徳
（
用
例
の
大
半
が
こ
れ
緩
す
）
　
　
　
　
－
脳

カ
イ
ズ
ム
が
見
ら
れ
る
。
特
に
前
述
の
「
本
歌
ど
り
」
的
用
法
と
、
再
び
・
語
　
2
ア
ル
ヵ
イ
ッ
ク
な
用
法
と
し
て
デ
゜
ペ
リ
エ
2
フ
ブ
レ
ー
・
ラ
゜
フ
オ
一

に
用
い
ら
れ
て
い
る
曜
注
是
価
す
る
◎
革
馴
老
の
用
法
に
は
、
パ
ル
ザ
・
ク
ど
了
・
に
関
連
を
も
つ
も
の
転
詔
）
　
　
　
　
’

の
み
な
ら
ず
、
テ
ー
ヌ
の
用
例
に
見
ら
れ
る
如
く
、
ラ
・
フ
オ
ン
テ
ー
ヌ
の
用
　
　
　
3
　
所
謂
o
o
b
8
霞
ω
の
用
法
に
属
す
る
、
く
だ
け
た
覧
9
鈴
暑
な
性
格

例
を
摸
し
た
も
の
や
、
用
例
の
模
倣
で
は
な
く
と
も
、
そ
の
内
容
か
ら
容
易
に
　
　
　
を
も
つ
も
％
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　

ラ
ブ
レ
ー
や
ラ
．
フ
オ
ン
テ
ー
ヌ
を
想
起
さ
せ
る
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
後
者
　
、
　
4
　
以
上
の
三
用
法
以
外
の
も
め
。
抽
象
名
詞
を
主
語
に
し
て
い
る
場
合
、

の
口
語
で
の
使
用
に
関
し
て
は
、
そ
の
用
法
が
十
七
世
紀
で
の
そ
れ
と
は
・
多
　
　
　
口
語
で
の
使
用
、
従
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
。
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

少
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
十
七
世
紀
の
、
例
え
ば
モ
リ
エ
ー
ル
の
用
例
に
　
　
　
ブ
リ
ュ
ノ
が
「
現
代
に
お
け
る
話
法
不
定
法
の
使
用
は
誤
り
で
な
い
ぽ
が
り

見
ら
れ
る
用
法
は
、
云
わ
ば
現
在
会
話
に
単
純
過
去
や
接
続
法
半
過
去
を
用
い
　
　
か
上
品
で
も
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
1
に
お
い
て
で
あ
る
。

た
場
合
に
生
じ
る
の
と
同
じ
内
容
の
滑
稽
味
を
狙
っ
た
も
の
で
、
当
時
の
教
養
　
　
　
二
十
世
紀
の
話
法
不
定
法
の
用
法
は
、
文
学
作
品
以
外
の
他
の
分
野
へ
も
発
展

あ
る
人
士
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
云
い
ま
わ
し
を
口
に
す
る
事
は
当
然
忌
避
　
，
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
「
新
聞
記
者
用
語
し
で
、
他
は
、
「
学
者
用
語
」

さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
ガ
か
ら
こ
そ
、
モ
リ
エ
：
ル
は
H
”
9
＜
o
匿
と
云
う
　
　
　
に
お
け
る
用
法
で
あ
る
。
　
．
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
＋



　
「
新
聞
記
者
用
語
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
話
法
不
定
法
に
つ
い
て
は
ブ
リ
ユ
　
　
　
　
「
学
者
語
」
に
用
い
ら
れ
た
話
法
不
定
法
は
、
文
語
だ
け
で
な
く
、
口
語
に

ノ
、
ブ
リ
払
5
6
ル
ー
の
す
で
に
指
摘
し
て
い
を
と
こ
ろ
で
、
そ
の
形
態
の
有
す
る
　
　
　
お
い
て
も
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
卑
甘
巴
傷
o
o
o
⇒
o
言
励
①

惹
句
的
性
格
や
、
不
定
法
自
身
の
も
つ
超
時
法
的
性
格
か
ら
も
、
話
法
不
定
法
　
　
　
ρ
二
Φ
は
、
日
Φ
一
Φ
昌
o
§
巳
三
ρ
器
の
代
り
に
講
義
や
講
演
で
使
用
さ
れ
た
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

の
使
用
分
野
が
「
新
聞
記
老
用
語
」
に
広
が
っ
た
事
は
容
易
に
了
承
出
来
る
。
　
　
　
能
性
が
大
き
い
。
マ
ル
ク
ー
は
、
前
に
挙
げ
た
ド
ー
デ
の
用
例
で
は
、
永
年
美

筆
者
は
寡
聞
に
し
て
こ
の
分
野
に
お
け
る
用
例
を
あ
ま
り
持
ち
合
せ
て
い
な
い
　
　
、
術
大
学
の
守
衛
を
し
て
い
た
男
の
口
語
に
話
法
不
定
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

の
で
、
そ
の
用
法
を
論
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
諸
賢
の
御
教
示
を
待
っ
。
　
　
　
に
注
目
し
、
大
学
の
中
で
口
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
話
法
不
定
法
の
存
在

　
次
に
「
学
者
語
」
と
し
て
の
話
法
不
定
法
の
用
法
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
　
　
　
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
学
者
語
」
と
筆
者
の
呼
ん
で
い
る
話
法
不
定
法
の
用
例
は
、
具
体
的
に
は
、
　
　
　
　
冒
頭
に
．
も
述
べ
た
如
く
、
話
法
不
定
法
の
研
究
が
ヨ
ー
ロ
物
パ
の
ロ
マ
ニ
ス

ド
：
ザ
、
ジ
ョ
ラ
ソ
の
よ
う
な
文
法
家
の
著
作
、
シ
ャ
ン
ピ
．
オ
ン
、
テ
ユ
ァ
ー
　
　
　
ト
達
に
活
発
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
と
並
行
し
て
、
　
「
学
老
語
」

ヌ
の
様
な
学
究
、
ド
ゥ
ー
ミ
ッ
ク
、
ジ
ロ
ー
の
よ
う
な
批
評
家
、
評
論
家
に
　
　
　
に
お
け
る
用
例
が
見
出
さ
れ
る
の
も
非
常
に
興
味
の
あ
る
現
象
で
あ
る
。

論
文
や
専
門
研
究
書
に
用
い
ら
れ
た
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
分
野
で
の

話
法
不
定
法
の
使
用
は
恐
ら
く
＋
九
世
紀
末
に
は
相
当
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
　
フ
ラ
ソ
ス
語
の
話
法
不
定
法
は
・
そ
の
源
が
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
か
は
と
も
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
用
法
は
非
常
に
ゴ
ソ
ク
ー
ル
兄
　
か
く
、
文
学
作
。
麗
使
用
さ
れ
出
し
た
＋
五
世
紀
に
は
、
極
め
罠
衆
的
、
そ
↓

弟
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
　
「
学
者
語
」
と
し
て
の
代
表
的
用
法
は
、
不
定
法
の
　
　
　
し
て
同
時
に
口
語
的
性
格
を
も
併
せ
、
っ
た
云
い
ま
わ
し
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

主
語
に
論
争
相
手
や
、
所
説
を
引
用
し
た
人
物
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
で
　
　
　
そ
の
初
期
の
用
法
は
「
新
百
話
」
以
来
伝
統
的
に
8
p
8
薮
ω
の
受
継
い
で
い

あ
る
が
、
こ
の
場
合
ゴ
ソ
ク
ー
ル
兄
弟
に
お
け
る
と
同
様
、
不
定
法
で
示
さ
れ
　
　
　
る
も
の
で
、
話
法
不
定
法
の
代
表
的
、
主
流
的
用
法
は
二
十
世
紀
の
今
日
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

る
行
為
、
或
い
は
そ
の
主
語
で
あ
る
行
為
者
に
対
す
る
作
者
の
椰
楡
、
皮
肉
な
　
　
　
で
、
や
は
り
こ
の
o
o
旨
8
霞
ω
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
文
学
語
と
し
て

ど
の
感
情
が
読
み
と
ら
れ
る
し
、
更
に
話
法
不
定
法
で
示
さ
れ
て
い
る
事
実
に
　
　
　
の
用
法
は
、
ラ
プ
レ
ー
の
用
法
を
経
て
、
ラ
・
フ
オ
ソ
テ
ー
ヌ
で
一
応
完
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

対
す
る
反
論
が
次
に
つ
づ
く
場
合
や
、
接
続
詞
以
下
の
従
文
で
示
さ
れ
る
こ
と
　
　
・
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
十
七
世
紀
に
は
一
般
に
民
衆
語
と
し
て
の

も
あ
る
。
つ
ま
り
、
論
旨
を
進
め
て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て
の
役
割
を
も
っ
　
　
　
性
格
が
は
る
か
に
強
く
、
純
粋
に
文
学
語
と
し
て
の
位
置
に
つ
く
の
は
十
九
世

て
い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
上
記
の
よ
う
な
感
情
的
性
格
を
持
た
ず
に
、
単
に
一
　
　
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
る
。
現
代
で
も
な
お
歌
わ
れ
て
い
る
、
、
卑
ヨ
9

つ
の
事
実
の
報
告
、
　
（
例
え
ば
注
書
に
お
い
て
）
を
す
る
た
め
の
一
種
の
ト
　
　
　
α
Φ
ヨ
㎡
づ
8
臥
聖
．
と
い
う
。
冨
易
o
づ
O
o
℃
三
巴
お
は
士
七
世
紀
の
も
の

　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

書
で
し
か
な
い
用
例
も
多
い
。
不
定
法
に
用
い
ら
れ
た
動
詞
に
8
コ
o
一
霞
ρ
　
　
　
と
云
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
代
の
民
衆
語
的
性
格
を
よ
く
留
め
て
い
る
。

昌
9
興
等
が
見
受
け
ら
れ
る
の
も
こ
の
分
野
で
は
極
め
て
当
然
で
あ
る
。
・
　
　
　
　
　
一
方
文
学
語
と
し
て
の
話
法
不
定
法
の
流
れ
は
、
今
日
の
文
法
家
が
元
来
本
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…
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§
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ρ
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；
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§
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し
、
特
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